
花
立
さ
ん
は
６
射
４
中
と
好
調
で
、

「
こ
の
勢
い
で
週
末
の
新
人
戦
で
優

勝
し
、
全
道
、
全
国
へ
と
進
み
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。
個
人
・
団

体
と
入
賞
し
、
図
書
券
を
２
５
０
０

円
も
ら
え
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。

山
口
涼
太
さ
ん
（
１-

１
）
は
６

射
１
中
。
改
善
点
が
見
つ
か
っ
た
。

離
れ
の
と
き
に
前
に
腕
が
い
き
、
矢

が
そ
れ
た
。
的
に
あ
て
よ
う
と
い
う

気
持
ち
が
強
い
と
前
の
め
り
に
な
っ

た
。
茂
木
詩
瑛
那
さ
ん
（
１-

１
）

は
射
形
に
気
を
つ
け
た
と
い
う
。

皆
さ
ん
は
ア
ッ
ツ
島
の
戦
い
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
戦
い
は
小

樽
に
も
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

◆

◆

◆

ア
ッ
ツ
島
（
左
写
真
、
夏
の
風
景
）

は
米
国
の
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
最

西
部
に
位
置
す
る
島
で
、
日
本
軍
は

昭
和
17
年
に
こ
の
島
を
占
領
し
ま
し

た
。
翌
年
５
月
、
米
軍
は
島
を
奪
還

す
る
た
め
、
日
本
軍
守
備
隊
の
約
５

倍
の
兵
を
上
陸
さ
せ
、
激
し
い
攻
防

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

日

本

軍

は

全

滅

し

、

こ

の

と

き

初

め

て

「

玉

砕

」

と

い

う

言

葉
が
使
用

さ
れ
ま
し

た
。◆

◆

日
本
軍

が
ア
ッ
ツ

島
を
占
領

し
た
際
、
ア
ッ
ツ
島
の
先
住
民
族

（
ア
レ
ウ
ト
族
）
は
小
樽
に
連
行

さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
厳
し
い
環

境
下
で
鉱
山
で
の
労
働

を
強
い
ら
れ
、
食
糧
も

十
分
に
与
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、

42
名
の
う
ち
20
名
が
戦

争
が
終
わ
る
前
に
命
を

落
と
し
ま
し
た
。

◆

◆

◆

さ
ら
に
生
き
残
っ
た

人
々
も
終
戦
後
、
米
国

政
府
か
ら
帰
還
が
許
さ
れ
ず
、
別
の

島
へ
の
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
故

郷
に
帰
る
日
を
夢
見
て
亡
く
な
り
ま

し
た
。

◆

◆

◆

こ
の
よ
う
な
悲
劇
が
小
樽
で
起
き

て
い
た
の
で
す
。
こ
の
出
来
事
を
知

り
、
伝
え
て
い
く
こ
と
が
戦
争
を
起

こ
さ
な
い
た
め
の
一
番
の
抑
止
力
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

(1)第３０号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２５年９月１７日

学

道

一

如
発行

小樽双葉高校
生徒会通信

2025年9月17日
第30号

弓
道
小
樽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

花
立
さ
ん
優
勝
、
団
体
Ｃ
チ
ー
ム
２
位

（
花
立
知
世
子
・
山
口
涼
太
・
茂
木
詩
瑛
那
）

表
彰
式
で
花
立
さ
ん
、
山
口
く
ん

弓
を
射
る
花
立
さ
ん
、
左
端

９
月
14
日
、
小
樽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
弓
道
部
の
花
立
知
世
子
さ
ん

（
２-

３
）
が
高
校
の
部
個
人
で
優
勝
、
少
年
の
部
団
体
で
Ｃ
チ
ー
ム
（
花
立

知
世
子
さ
ん
・
山
口
涼
太
さ
ん
。
茂
木
詩
瑛
那
さ
ん
）
が
２
位
に
入
っ
た
。

戦後80年

双葉歴史探偵事務所
□９□

ア
ッ
ツ
島
玉
砕
の
陰
で

島
民
の
小
樽
抑
留
、
半
数
の
死

悲
劇
を
記
憶
す
る

冬のアウレト族。アザラシなどを狩猟し、皮を着用。




